
周
知
の
よ
う
に
、
中
院
通
勝
は
細
川
幽
斎
か
ら
古
今
伝
授
を
、
中
院
通
村
は
通
勝

か
ら
歌
道
伝
授
（
通
勝
末
期
の
証
明
状
の
み
）
を
、
中
院
通
茂
は
後
水
尾
院
か
ら
古

今
伝
授
を
、
中
院
通
躬
は
通
茂
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
る
．
こ
う
し
て
み
れ
ば
、

中
院
家
は
伝
授
の
家
で
あ
り
、
歌
道
師
範
家
の
よ
う
な
存
在
と
い
え
よ
う
（
飛
鳥
井

や
冷
泉
よ
り
上
位
か
）
。

中
院
家
と
共
に
、
久
世
家
も
江
戸
中
期
以
降
そ
れ
に
準
ず
る
家
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
き
っ
か
け
は
中
院
通
茂
三
男
通
夏
が
久
世
家
の
養
子
と
な
っ
た
事
で
あ
る
。
そ

し
て
通
茂
が
息
男
三
人
に
古
今
伝
授
を
行
っ
た
こ
と
で
、
久
世
家
と
古
今
伝
授
が
結

び
つ
い
た
訳
で
あ
る
（
通
夏
次
男
が
中
院
通
枝
と
な
る
等
、
両
家
は
息
男
を
お
互
い

に
養
子
に
し
て
幕
末
に
至
る
）
。

国
文
学
研
究
資
料
館
（
以
下
当
館
）
の
共
同
研
究
で
、
私
た
ち
は
「
久
世
家
文
書

の
総
合
的
研
究
」
（
平
成
二
十
一
～
二
十
三
年
度
）
を
現
在
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ

で
当
館
及
び
架
蔵
の
久
世
家
文
書
、
及
び
京
都
大
学
蔵
中
院
本
・
中
院
文
書
な
ど
を

用
い
て
、
久
世
家
の
古
今
伝
授
に
つ
い
て
、
そ
の
い
く
つ
か
の
例
を
示
し
た
い
（
明

は
じ
め
に

久
世
家
文
書
と
古
今
伝
授

中
院
家
か
ら
の
伝
受

治
大
学
博
物
館
の
久
世
本
は
未
調
査
）
。
最
初
に
中
院
家
か
ら
の
古
今
伝
授
を
、
次

に
仁
孝
天
皇
及
び
飛
鳥
井
雅
光
か
ら
の
伝
授
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。
最
後
に
久
世

通
根
の
伝
授
箱
の
所
有
権
に
関
す
る
書
状
も
紹
介
し
た
い
。

な
お
小
篇
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
口
頭
発
表
の
再
現
で
は
な
く
、
当
日
の
資
料

を
基
に
訂
補
・
再
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

〈
参
考
Ⅱ
日
下
幸
男
「
久
世
家
文
書
の
研
究
」
当
館
紀
要
文
学
研
究
篇
第
三
七
号
、

当
館
「
展
示
図
録
近
世
の
和
歌
御
会
二
○
○
年
ｌ
久
世
家
文
書
に
み
る
公
家
の
文

事
ｌ
」
〉

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
中
院
本
の
カ
ー
ド
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
は
「
〔
中
院
通
躬

記
〕
」
と
さ
れ
て
い
る
仮
綴
三
冊
・
二
括
五
四
枚
（
中
院
Ⅱ
三
六
）
の
内
、
宝
永
七

年
の
一
冊
（
Ⅱ
三
六
１
２
、
墨
付
六
丁
）
な
ど
大
部
分
は
確
か
に
通
躬
筆
と
見
ら
れ

る
が
、
宝
永
二
年
の
一
冊
（
Ⅱ
三
六
１
１
、
墨
付
三
六
丁
）
と
享
保
六
年
の
一
冊
（
Ⅱ

三
六
１
３
、
墨
付
二
二
丁
）
な
ど
は
、
と
も
に
久
世
通
夏
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
。

日
下
幸
男
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宝
永
二
年
（
一
七
○
五
）
記
は
、
直
外
題
に
「
宝
永
二
年
乙
酉
（
通
夏
花
押
）
」

と
あ
り
、
そ
の
巻
頭
に
は
正
月
の
行
事
や
試
筆
な
ど
が
書
き
連
ね
て
あ
り
、
中
に
は

古
今
講
釈
な
ど
古
今
伝
授
関
連
の
記
事
が
多
い
。
父
通
茂
は
宝
永
二
年
正
月
五
日
に

従
一
位
と
な
り
、
七
五
歳
と
い
う
高
齢
も
考
え
て
、
三
人
の
子
息
に
古
今
伝
授
を
行

う
決
心
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
末
の
通
夏
が
当
時
三
六
歳
で
あ
る
か
ら
、

被
伝
授
者
の
年
齢
の
目
安
で
あ
る
三
○
歳
は
み
な
超
え
て
い
る
。
試
み
に
当
該
関
連

記
事
を
、
左
に
引
い
て
み
よ
う
。
（
［
］
内
は
小
字
割
書
、
（
）
内
は
私
注
、
以

下
同
）

二
月
十
九
日
古
今
御
講
、
価
辰
後
参
厳
閣
（
通
茂
）
、
午
半
刻
参
内
、

二
月
廿
五
日
辰
下
刻
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
也
、
未
上
刻
帰
家
、

三
月
四
日

依
古
今
御
講
、
辰
刻
、
参
厳
閣
、

三
月
十
日

古
今
御
講
、
価
辰
半
刻
、
参
厳
閣
、

三
月
十
七
日
古
今
御
講
、
価
辰
後
、
参
厳
閣
、
未
後
帰
家
、

三
月
廿
日

古
今
御
講
、
辰
後
、
参
厳
閣
、
申
刻
計
帰
家
、

四
月
四
日

辰
後
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
、
未
刻
参
亜
相
殿
（
通
躬
）
、
宰
相

中
将
殿
（
定
基
）
、

四
月
十
日

辰
後
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
尺
、
未
後
帰
家
、

四
月
十
五
日
辰
後
、
参
厳
閣
、
今
日
御
講
尺
御
延
引
、
少
時
帰
家
、

四
月
十
九
日
直
参
厳
閣
、
古
今
御
講
尺
、
申
上
刻
参
内
、
少
時
帰
家
、

四
月
廿
四
日
巳
刻
参
内
、
今
日
厳
閣
御
参
、
源
氏
御
講
、
午
刻
退
出
、

四
月
廿
六
日
辰
下
刻
、
参
亜
相
殿
、
厳
閣
渡
御
、
古
今
御
講
、
今
日
亜
相
殿
、

宰
相
中
将
殿
、

後
四
月
廿
五
日

後
四
月
十
九
日

後
四
月
廿
日

五
月
七
日

五
月
八
日

五
月
九
日

五
月
十
日

五
月
六
日

後
四
月
一
日

後
四
月
四
日

後
四
月
十
日

後
四
月
十
四
日

後
四
月
十
五
日

後
四
月
十
六
日

五
月
二
日

未
後
参
亜
相
殿
、
源
氏
御
講
、

辰
下
刻
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
、
未
刻
参
内
、

辰
後
、
参
亜
相
殿
、
於
御
茶
屋
、
古
今
御
講
、

巳
刻
参
内
、
源
氏
御
講
御
延
引
、

未
刻
参
厳
閣
、
参
内
源
氏
御
講
、
申
下
刻
帰
家
、

午
半
刻
、
向
賀
茂
、
亜
相
殿
為
渡
御
、
頭
中
将
、
頭
弁
等
同
席
、

源
氏
御
講
有
、

今
日
源
氏
御
講
、
厳
閣
御
理
、
不
能
参
内
、
辰
半
刻
参
厳
閣
、

煎
而
と
一
際
御
終
功

今
日
於
余
亭
、
古
今
御
講
、
厳
閣
渡
御
、
亜
相
殿
、
宰
相
中
将
殿
、

為
渡
給
、

卯
半
刻
参
厳
閣
、
今
日
伊
勢
物
語
・
源
氏
等
切
紙
、
被
給
之
、
て

に
を
は
御
伝
受
也
、
切
紙
御
忘
却
、
以
古
切
紙
被
伝
、
追
而
可
給

由
也
、
誠
以
歌
道
面
目
、
殊
余
未
練
質
、
恐
悦
不
過
之
者
也
、

今
日
古
今
御
講
御
終
功
、
亜
相
殿
、
宰
相
中
将
殿
、
余
、
一
所
献

御
肴
、
申
刻
参
宰
相
中
将
殿
、
後
帰
家
、

巳
後
、
亜
相
殿
為
渡
遊
、
古
今
間
書
校
合
［
此
間
度
々
／
校
合
］
、

未
刻
参
厳
閣
、
…
…
夜
入
又
亜
相
殿
、
為
渡
給
、
校
合
有
、

巳
刻
参
亜
相
殿
、
少
時
厳
閣
渡
御
、
厳
閣
源
氏
御
講
、
御
参
内
、

今
日
厳
閣
御
参
、
源
氏
御
講
、

参
亜
相
殿
、
聞
書
校
合
、

今
日
古
今
集
御
伝
受
也
、
事
儀
別
記
之
、
亜
相
殿
、
宰
相
中
将
殿
、

余
、
人
別
被
伝
之
、
酉
上
刻
、
参
厳
閣
、
帰
家
、
今
日
厳
閣
へ
、

6



御
太
刀
、
馬
、
肴
一
樽
、
白
銀
五
枚
、
亜
相
殿
御
了
簡
如
此
、
目

六
自
筆
書
之
、

五
月
十
四
日
辰
半
刻
、
参
亜
相
殿
、
問
書
校
合
、
参
厳
閣
、
申
上
刻
帰
家
、

五
月
廿
日

辰
下
刻
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
、
余
去
年
故
障
之
間
、
不
承
之
処

也
、
巳
刻
参
亜
相
殿
、
少
時
帰
家
、

五
月
三
十
日
辰
後
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
、

六
月
六
日

辰
後
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
、
直
参
亜
相
殿
、

九
月
一
日

厳
閣
、
夕
飯
後
、
参
亜
相
殿
、
源
氏
初
音
巻
御
講
、

九
月
二
日

未
半
刻
参
内
、
今
日
当
初
音
巻
、
亜
相
殿
始
而
御
講
、
口
四
五
枚
、

其
後
、
厳
閣
御
講
、

九
月
十
二
日
厳
閣
渡
御
、
亜
相
殿
、
宰
相
中
将
殿
、
御
光
駕
、
六
条
羽
林
入
来
、

去
五
月
、
古
今
集
御
伝
受
焉
之
、
厳
閣
早
速
錐
令
饗
、
御
持
病
御

不
快
、
為
之
延
引
、
今
神
甚
以
御
快
復
得
、
今
日
献
酒
撰
、
恐
悦

不
過
之
、

九
月
十
六
日
巳
刻
参
内
、
源
氏
御
講
、
厳
閣
、
亜
相
殿
御
参
、

等
と
あ
る
。
右
に
よ
れ
ば
、
古
今
伝
授
に
伴
う
講
釈
の
過
程
が
よ
く
わ
か
り
、
通
夏

が
欠
席
し
て
聞
け
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
は
講
釈
終
功
後
も
通
茂
亭
に
通
っ
て
聴
聞

し
て
い
る
点
や
、
通
躬
が
禁
裏
で
初
め
て
源
氏
を
講
釈
す
る
前
日
に
通
茂
が
講
釈
し

て
い
る
点
な
ど
、
興
味
深
い
。
な
お
こ
の
際
の
通
茂
古
今
集
講
釈
の
聞
書
に
つ
い
て

は
、
従
来
は
野
宮
定
基
筆
『
厳
訓
秘
抄
』
残
欠
五
冊
（
京
都
大
学
中
院
本
）
が
よ
く

知
ら
れ
て
い
た
が
、
つ
い
最
近
に
な
っ
て
通
夏
筆
『
古
今
集
厳
訓
秘
抄
』
横
本
九
冊

（
付
文
化
九
年
久
世
通
根
添
状
）
が
現
れ
、
幸
い
に
一
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現

蔵
者
に
お
願
い
し
、
年
度
末
の
報
告
書
に
お
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
あ
る
。

因
み
に
、
こ
の
時
の
古
今
切
紙
や
伝
授
誓
紙
な
ど
は
、
京
都
大
学
陳
列
館
古
文
書

室
蔵
中
院
文
書
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
文
書
名
は
古
文
書
室
カ
ー
ド
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

に
よ
る
。
（
）
内
数
字
は
請
求
番
号
を
示
す
。

「
通
躬
古
今
伝
授
誓
書
」
（
汀
‐
郷
）
に
、

古
今
集
一
部
之
説
［
二
条
家
正
嫡
流
］
御
伝
受

畏
入
候
、
被
仰
聞
候
、
儀
理
口
伝
故
実
等

曽
以
不
可
有
珈
示
候
、
此
旨
、
若
於
違
背
者
、

大
日
本
国
神
祖
神
井
天
満
天
神

梵
釈
四
王
、
殊
和
歌
両
神
之
冥
罰
／
忽
通
躬
身
上
、
可
罷
蒙
者
也
、

宝
永
二
年
五
月
十
日
通
躬

と
あ
り
（
斜
線
は
行
移
り
を
示
す
）
、
「
定
基
古
今
伝
授
誓
書
」
行
‐
卿
）
「
通
夏
古

今
伝
授
誓
書
」
（
汀
‐
麹
）
も
本
文
は
右
同
文
で
あ
る
。
彼
ら
は
誓
紙
上
で
和
歌
両

神
（
住
吉
・
玉
津
島
）
な
ど
の
神
に
誓
っ
て
い
る
。
通
茂
の
通
躬
宛
及
び
定
基
宛
伝

授
状
も
あ
り
、
「
前
内
大
臣
古
今
伝
授
状
」
行
‐
禅
に
、

古
今
集
事

二
条
家
之
正
流
義
理
口
伝
／
故
実
等
、
悉
令
伝
授
権
大
納
言

通
躬
仁
、
堅
守
道
之
法
／
度
、
不
可
有
柳
永
者
也
、

宝
永
二
年
五
月
十
日
前
内
大
臣
（
通
茂
花
押
）

と
あ
り
、
「
前
大
納
言
歌
道
伝
授
状
案
」
団
‐
通
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

中
院
文
書
に
は
何
代
に
も
わ
た
る
伝
授
関
係
文
書
な
ど
も
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
火
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災
の
折
の
水
損
被
害
を
多
く
受
け
て
い
る
。
水
損
に
よ
る
の
か
表
題
が
消
え
て
い
る

も
の
も
あ
る
。

所
謂
「
古
今
伝
授
」
が
、
講
釈
、
切
紙
伝
授
な
ど
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く

の
古
典
書
写
活
動
な
ど
を
伴
う
こ
と
は
、
周
知
に
属
す
る
。
例
え
ば
切
紙
に
代
え
て

書
冊
の
謄
写
を
許
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
中
院
本
『
秘
歌
註
』
一
冊
（
Ⅵ
一
三
五
）

の
巻
末
に
、

右
一
帖
中
載
廿
四
首
和
歌
之
伝
、
此
事
／
御
切
紙
無
之
、
価
以
一
帖
、
御
伝
受

也
。
／
以
厳
閣
御
筆
、
謄
写
之
。

宝
永
二
年
七
月
晦
日

参
議
従
三
位
行
左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
定
基
［
三
十
七
歳
］
」
（
二

三
オ
）

と
あ
る
。
該
書
は
定
基
自
筆
で
あ
り
、
成
立
の
事
情
は
奥
書
の
通
り
で
あ
る
。
本
文

中
に
、
夢
告
に
よ
り
志
賀
の
八
幡
へ
参
詣
し
、
抄
物
を
不
慮
に
感
得
す
る
と
い
う
記

述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
事
実
と
い
う
よ
り
説
話
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
「
古
今
伝
授
」
は
中
世
に
な
っ
て
か
ら
の
成
立
と
さ
れ
、
中
世
以
前
の
史

料
が
見
ら
れ
な
い
。
右
文
の
貫
之
と
基
俊
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
は
、
不
明
と
い
う
し
か
な

い
。
基
俊
ど
こ
ろ
か
、
常
縁
時
点
の
切
紙
、
宗
祇
時
点
の
切
紙
も
そ
の
実
体
は
不
明

で
あ
り
、
細
川
幽
斎
が
整
理
す
る
以
前
の
切
紙
の
淵
源
や
由
来
を
た
ど
る
道
は
、
史

料
不
在
と
い
う
壁
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

天
皇
か
ら
の
天
仁
遠
波
伝
受

江
戸
時
代
の
堂
上
の
「
古
今
伝
授
」
は
、
天
仁
遠
波
・
三
部
抄
・
伊
勢
物
語
・
源

氏
物
語
の
伝
授
、
古
今
集
講
釈
、
古
今
集
切
紙
伝
授
、
証
明
状
附
与
と
い
う
よ
う
な

階
梯
を
踏
む
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
（
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
沿
革
史
論
』
、

以
下
横
井
氏
箸
）
。

も
ち
ろ
ん
中
院
家
・
久
世
家
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
伝
授
に
関
し
て
は
、

必
ず
記
録
を
残
す
こ
と
、
中
院
通
茂
の
『
古
今
伝
受
日
記
』
（
中
院
本
）
の
例
な
ど
、

枚
挙
に
暇
が
な
い
。
久
世
通
理
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

仁
孝
天
皇
（
寛
政
十
二
～
弘
化
三
年
）
は
文
政
二
年
九
月
二
十
一
日
に
天
仁
遠
波

伝
受
を
、
同
五
年
四
月
二
十
二
日
に
三
部
抄
伝
受
を
、
同
九
年
十
二
月
二
十
一
日
に

伊
勢
物
語
伝
授
を
受
け
て
い
る
（
横
井
氏
箸
）
。

久
世
通
理
（
天
明
二
年
～
嘉
永
三
年
）
は
、
弘
化
二
年
に
仁
孝
天
皇
か
ら
天
仁
遠

波
伝
受
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
記
録
は
通
理
自
筆
『
従
主
上
／
和
歌
天
仁
遠
波
御
伝

受
雑
記
』
一
冊
（
架
蔵
）
に
あ
る
。
そ
の
巻
頭
に
、

弘
化
二
年
四
月
十
三
日
辛
卯

一
辰
刻
許
有
召
、
着
衣
冠
指
袴
、
参
内
、
議
奏
残

番
坊
城
前
大
納
言
届
参
上
之
旨
［
以
非
蔵
人
］
、
小
時
武
者

小
路
三
位
参
上
、
同
被
届
、
無
程
同
卿
申
渡
云
、

来
月
中
下
旬
之
中
、
和
歌
天
仁
遠
波
可
被

伝
下
、
被
仰
出
之
旨
也
、
依
之
謹
奉
思
召
之

程
、
冥
加
相
叶
、
深
長
候
得
共
、
未
熟
御
請
甚

恐
催
、
辞
申
旨
、
直
席
言
上
［
坊
城
被
申
錐
辞
申
、
何
レ
可
被
仰
出
、
乍
去
可

申
上
哉
之
旨
也
、
価
何
分
未
練
、
何
共
恐
入
候
間
、
可
為
言
上
申
入
］
、
則
議
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飛
鳥
井
か
ら
の
三
部
抄
伝
受

飛
鳥
井
雅
光
（
天
明
四
～
嘉
永
四
年
）
は
文
政
二
年
十
月
十
七
日
に
天
仁
遠
波
伝

受
を
、
同
十
二
年
九
月
二
十
七
日
に
三
部
抄
伝
受
を
受
け
て
い
る
（
横
井
氏
箸
）
。

久
世
通
煕
（
文
政
元
年
～
明
治
八
年
）
は
嘉
永
元
年
に
飛
鳥
井
雅
光
か
ら
三
部
抄

伝
受
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
記
録
は
通
煕
自
筆
『
嘉
永
元
年
四
月
（
花
押
）
／
従
飛

鳥
井
前
大
納
言
／
三
部
抄
相
伝
雑
記
』
一
冊
（
架
蔵
）
に
あ
る
。
そ
の
巻
頭
に
、

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
三
月
廿
八
日

（
マ
マ
）

一
自
飛
鳥
前
大
納
言
書
状

弥
御
安
全
珍
重
存
候
、
然
者
内
々
申
入
候
、
歌
道
御

出
精
候
間
、
尤
窺
叡
慮
候
、
後
之
事
二
候

奏
当
番
三
条
」
（
１
オ
）

大
納
言
被
申
渡
、
辞
申
旨
、
被
聞
食
候
得
共
、
必
御

請
可
申
上
、
再
蒙
仰
、
価
未
熟
錐
恐
佃
、
厚

叡
慮
之
程
畏
、
御
請
之
旨
言
上
、

武
者
小
路
三
品
同
然
、
被
仰
出
、
惣
而
同
／
前

供
麻
上
下

一
指
貫
取
寄
両
人
着
用
、
附
干
三
条
大
納
言

御
礼
言
上
、
小
時
有
御
返
答
、

一
東
宮
当
番
三
卿
中
園
三
位
面
会
、
申
御
礼
、

小
時
有
御
返
答
［
以
女
房
被
言
上
之
旨
、
有
噂
］
」
（
１
ウ
）

と
あ
る
。

得
共
、
三
部
抄
御
相
伝
、
目
出
度
申
入
度
心
得
二
侯
、

来
月
八
日
十
二
日
廿
二
日

右
三
ヶ
日
御
差
支
不
被
為
、
在
日
限
候
哉
、
御
尋

申
入
候
、
乍
御
面
働
、
承
度
候
、
価
先
二
如
此
候
也
、

三
月
廿
八
日
」
（
１
オ
）

前
源
大
納
言
（
通
煕
）
殿
雅
光

右
之
通
被
示
候
条
、
直
返
書
、

拝
見
候
、
弥
御
安
全
珍
重
存
候
、
然
者
内
々
示
給
候
旨
、

謹
承
候
、
尤
被
窺
叡
慮
候
後
御
事
候
得
共
、

三
部
抄
御
相
伝
、
可
給
賢
慮
之
旨
、
誠
不
得

寄
道
之
冥
加
、
厚
畏
入
候
得
共
、
甚
々
未
練

恐
憧
無
申
条
候
、
右
二
付

来
月
八
日
十
二
日
廿
二
日

右
三
箇
日
御
差
支
無
之
哉
、
御
尋
之
趣
畏
承
候
、
何
分
深
」
（
１
ウ
）

と
あ
る
。

な
お
関
連
文
書
に
、
本
館
蔵
「
（
三
部
抄
相
伝
披
露
書
類
）
嘉
永
元
年
四
月
」
一

一
通
（
野
‐
秘
）
の
内
に
宮
崎
治
部
・
西
池
駿
河
宛
丹
羽
喜
左
衛
門
書
状
な
ど
が
あ

る
。
包
紙
に
、

宮
崎
治
部
様

西
池
駿
河
様
丹
羽
喜
左
衛
門

と
あ
り
、
切
紙
一
通
に
、

以
手
紙
致
啓
上
候
、
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久
世
通
夏
没
後
に
古
今
伝
授
箱
が
中
院
家
に
預
け
ら
れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
久

世
通
根
書
状
（
折
紙
一
通
）
に
あ
る
。

貝

当
家
古
今
伝
授
箱
、
故
前
亜
槐
通
－
卿

莞
去
以
後
中
院
家
二
預
之
、
但
通
根
天
仁

遠
波
被
伝
下
之
剛
、
故
通
夏
卿
天
仁

遠
波
切
紙
披
見
不
苦
旨
、
有
仰

中
院
家
二
有
之
、
猶
可
遂
吟
味
之
旨

久
世
通
根
書
状

前
大
納
言
様
（
通
煕
）
当
月
十
二
日
巳
刻

三
部
抄
御
相
伝
御
伺
之
通
、
被

仰
出
候
段
、
最
前
為
御
知
、
被
仰
進
之
、

被
為
入
御
念
候
儀
、
恭
思
召
候
、
右

御
挨
拶
、
被
仰
進
候
、
此
段
各
様
迄
、

宜
得
貴
意
旨
、
肥
前
守
様
被
仰
付

越
、
如
斯
御
座
候
、
以
上

四
月
」

と
あ
る
（
他
に
も
伝
授
関
係
の
も
の
が
多
い
）
。
鍋
島
肥
前
守
の
家
来
か
ら
久
世
通

理
の
家
来
に
宛
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
久
世
家
と
鍋
島
家
は
姻
戚
関

係
に
あ
り
、
前
者
は
後
者
か
ら
援
助
を
受
け
て
い
る
。
当
時
は
伝
授
に
御
礼
（
太
刀

代
、
馬
代
な
ど
）
が
と
も
な
う
（
横
井
氏
著
）
。

言
上
、
依
之
文
化
元
年
七
月
一
日
入
道

見
山
同
伴
、
向
通
知
朝
臣
亭
、
令

吟
味
之
処
、
伝
受
一
箱
有
之
［
但
鍵
紛
／
失
如
何
、

且
箱
甚
虫
損
、
其
上
通
枝
卿
・
通
古
卿
等
天
仁
葉
御
剪

紙
拝
見
候
様
、
依
被
相
懇
開
封
［
通
古
卿
／
封
也
］
、
通
枝
卿
御
剪
紙

虫
損
甚
、
通
古
卿
御
切
紙
／
是
以
所
々
虫
損
、
鹿
略
故
歎
］
・
伊
勢
物
語
以
下

別
二
無
之
、
則
申
談
持
帰
了
、
此
事

兼
日
雅
威
卿
へ
も
及
相
談
之
義
也
、

其
趣
者
、
古
今
三
代
伝
受
有
之
迄
ハ

師
家
返
置
事
与
、
中
院
家
申
伝

之
由
、
子
細
如
何
相
尋
之
処
、
彼
卿
義
而
」

右
為
後
証
、
記
之
、
予
雌

有
案
文
所
々
可
書
改
之
処
、

依
所
労
、
難
堪
執
筆
、
以

通
理
卿
、
令
清
書
之
間
、
加
奥

書
者
也
、

文
化
十
一
年
二
月
十
六
日

通
根
」

と
あ
る
。
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

①
久
世
家
の
古
今
伝
授
箱
を
、
通
夏
没
後
は
中
院
家
で
預
か
っ
て
い
る
。

②
通
根
が
天
仁
遠
波
伝
授
を
受
け
る
前
に
、
曾
祖
父
通
夏
の
天
仁
遠
波
切
紙
の
披
見

を
許
さ
れ
る
。
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③
文
化
元
年
に
見
山
（
中
院
通
維
）
同
道
で
、
中
院
通
知
亭
に
行
き
、

つ
け
る
が
、
鍵
は
紛
失
し
、
箱
は
虫
損
が
甚
だ
し
い
状
態
で
あ
る
。

⑤
中
院
家
の
申
し
伝
え
に
よ
れ
ば
、
三
代
伝
受
有
る
ま
で
は
師
家
に
返
し
置
く
と
い

④
通
枝
・
通
古
等
の
天
仁
遠
波
切
紙
を
見
る
と
、
と
も
に
虫
損
状
態
で
あ
る
。
伊
勢

⑦
案
文
は
で
き
た
が
所
労
の
た
め
清
書
が
で
き
な
い
の
で
、
文
化
十
一
年
通
理
に
清

⑥
飛
鳥
井
雅
威
に
相
談
し
、
子
細
を
尋
ね
る
こ
と
に
す
る
が
、
後
の
た
め
に
記
し
お

た
し
か
に
モ
ノ
と
し
て
の
切
紙
自
体
に
は
価
値
が
無
く
、
口
伝
を
通
じ
て
秘
密
を

伝
授
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
、
秘
密
を
伝
授
さ
れ
た
以
外
の
者
が
切
紙
な
ど

を
所
有
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
口
承
に
と
ど
ま
り
、
明

文
規
定
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
御
所
伝
授
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
不
明
な
部
分
が
あ
り
、
中
院
・
久

世
両
家
な
ど
の
文
書
研
究
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

物
語
以
下
の
切
紙
は
な
い
。

書
さ
せ
奥
書
を
加
え
る
。

う
こ
と
で
あ
る
。

く
。

伝
受
箱
を
見
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